
三宅香帆 なぜ働いていると本が読めなくなるのか 集英社新書 2024.4.17    ノート 加本実 
「大人になってから、読書を楽しめなくなった」「仕事に追われて、趣味が楽しめない」「疲れてい
ると、スマホを見て時間をつぶしてしまう」……そのような悩みを抱えている人は少なくないので
はないか。「仕事と趣味が両立できない」という苦しみは、いかにして生まれたのか。 自らも兼
業での執筆活動をおこなってきた著者が、時間が足りなかったり疲れていて本を読めないといった
観点を超えて、労働と読書の歴史をひもとき、日本人の「仕事と読書」のあり方の変遷を辿り、日
本の労働の問題点を深堀りしています。それを乗り越える、著者の提案は、最終章の、「全身全
霊」をやめませんか、にあります。現在の「自己実現」を仕事で果たそうとする社会では、私たち
はどうしても「自己実現」の奴隷に自らなってしまい、結果としてバーンアウトし、鬱病になって
しまう。それを避けるためには、 「半身」のコミットメントでの働き、それとは別に生活を営め
る、新しい日本社会つまり「働きながら本を読める社会」、自分に関係のないノイズの文脈を取り
入れる余裕を持てる社会をつくることを提案しています。著者の願いを、説得力を持たして論理的
に展開しようとした内容でした。願いに同意します。科学や文化研究は、資産と時間がたっぷりあ
る、貴族や、僧侶から始まったのだと聞きます。苦学生に成功者は少ないと教育学の専門家からお
聞きしたこともあります。いずれにしても、多くの方が問題を共有する、読みやすい本と思いま
す。 

p.191「働きながら本を読める社会」の実現のために、読書で自分に関係のないノイズの文脈を取
り入れる余裕を持つことのできる「半身」の働き方を提案
p.198「自己実現」を仕事で果たそうとする社会では、私たちはどうしても「自己実現」の奴隷に
自らなってしまい、結果としてバーンアウト、そして鬱病を生み出してしまう。
p.205 半身のコミットメントこそが、新しい日本社会つまり「働きながら本を読める社会」をつく
る。

参考： 
● 奥付(おくづけ)(=奥書)の歴史 （小笠原さんのメモより）
奥付は外国の本には見られない、日本独自のもの。(中国、韓国あるようだ)
1722 年(8 代将軍徳川吉宗):お触れ(出版物には、作者と版元の実名を入れること)に由来する。
→ 当時横行していた海賊版が統制、→ 蔦屋重三郎 1750 年
1893 年(明治 26 年):発行者氏名・住所、年月日、印刷所名称・住所、印刷の年月日の記載義務化
1949 年(昭和 24 年)出版法が廃法: 現在は法的には奥付を付ける必要はない。

●太宰治と筑摩書房創業者の古田晃（塩尻市に資料館）は、深い親交があった。昭和 16 年 8 月に
は、太宰治の短編集『千代女』が筑摩書房から刊行されている。これは筑摩書房が創業した翌年の
こと。筑摩書房が出版した、17 冊目の本であった。筑摩書房は、数多くの文学全集を刊行した。
1. 筑摩世界文学大系（1968‒1978 年）2. 筑摩現代文学大系（1978‒1981 年）3. 日本文学全集（ち
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くま文庫版・単行本版）4. 明治の文学（全 25 巻, 1965‒1967 年）5. 現代日本のエッセイ（1971‒
1975 年）6. その他、『新編 日本古典文学全集』『中世思想原典集成』など、 
 
●辻野晃一郎、「出る杭」は伸ばせ！ なぜ日本からグーグルは生まれないのか 2016.12.10 pp234-
236 より引用一部省略＞戦後、経済至上主義や物質中心主義の中で、我々は長いこと、「いい学校
を卒業し、収入のいい 仕事について、欲しいものを何でも手に入れる」ような生き方こそが「幸
せ」だと信じ込まされてきた。「趣味と仕事は違う」「好きなことだけでは食っていけない」「嫌な
仕事や嫌な上司・部下に耐えてこそ成長や成功がある」等々の考え方が当然とされ、いつしか自分
が本来心の底からワクワクするものを忘れ、自由闊達なエネルギーを減衰させていく。そして気が
付くと、好きなことよりも、周囲の評価や期待、年収や待遇などを優先したストレスフルで借り物
のような人生を生きていたりしがちだ。インターネット普及以前からの日本企業には、未だに古い
スタイルが色濃く残る。時間の使い方に無駄が多く、それが長時間労働を招き、生産性を損なう大
きな要因となっている。「自分自身が人生の主人公である本来の生き方を取り戻すべきだ。そのた
めには、子供の頃や若い頃、どんなことに寝食を忘れて熱中していたか、全部思い出してみよう。
そしてそれを Source として人生を再構築しよう（マイク・マクマナス「Source、1999 年」よ
り）」。官民挙げて「働き方改革」が推進される中、一番大切なことは、人々が「自分らしく生き
る」というテーマに正面から向き合うことだ。自分がやりたいことに寝食忘れて真剣に取り組む人
達が猛烈に働くことを否定できない。 
 
●Passion, the foundation of motivation and success By Dr Prem Jagyasi and Team (C) / June 27, 
2014 大きな夢を抱くほとんどの人は、前進するために必要な情熱が欠けている傾向にある。情熱
は、目標を達成するために必要なモチベーションの原動力である。情熱は仕事を楽しく、有意義な
ものにし、成功の秘訣となる。情熱がなければ、成功への道のりは困難で危険なものになる。 
 
●【サイレントブッククラブ】世界的な読書コミュニティーで、約５０カ国に１４００以上の支部
がある。参加者が自由に本を持参し、飲食物の注文や本の共有をした後、１時間静かに読書する。
終了後は交流してもよい。米サンフランシスコで２０１２年、女性２人が近所のバーで静かに読書
を始めたことを発端にクラブを創設した。公式サイトに申請・登録すれば、誰でも支部を立ち上げ
ることができ、専用のロゴをチラシなどに使える。支部はサイトで紹介されており、日本国内には
岡山支部を含め現在六つある。主催の守安さん「本好きでにぎわうまちに」、岡山市は２０２３
年、国連教育科学文化機関（ユネスコ）の創造都市ネットワーク文学分野に、日本の都市で初めて
加盟した。書き手を育むことも大切だが、たくさんの読み手がいることで初めて文学の振興につな
がる。クラブは想像以上の反響でニーズが高いことが分かり、新たな会場で開催する構想もある。
多くの人の読書を後押しし、本好きな人たちでにぎわうまちにしていきたい。< 
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